
モデル動物と非モデル動物との対比による栄養バランスへの適応機構の解析 
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－千里ライフサイエンス新適塾－ 
「脳はおもしろい」第 37回会合 

 

「Na恒常性と血圧を制御する脳内メカニズム」 

 

  講 師 : 野田 昌晴 （のだ まさはる）  

東京工業大学 科学技術創成研究院  

生体恒常性研究ユニット 特任教授 

  日 時 ： ２０２２年６月２日（木） １７：３０～１９：００ 

  会 場 : 千里ライフサイエンスセンタービル 千里ルーム A 

        （WEBでも同時配信します） 

参加費 : 無料 

 

1. 参加登録は事前申し込みのみとします（締切：2022 年 5 月 31 日午後 5 時）。 

2. 募集定員 ： オンサイト参加 ６０名、 WEB 参加 ２００名 

（但し、それぞれ定員になり次第、募集を締め切ります。） 

3. 参加希望者は、当財団ホームページの「参加申込・受付フォーム」からお申し込み

下さい。  URL： https://www.senri-life.or.jp/ 

4. WEB 参加登録者には開催数日前に参加方法をお知らせします。 

http://www.senri-life.or.jp/


Na恒常性と血圧を制御する脳内メカニズム 

 

陸生動物の細胞外液の Na+濃度（[Na+]）は 135～145mM に厳密に制御されていま

す（Na homeostasis）。体液中の[Na+]のわずかな変化は、水分/塩分の摂取行動や

排泄の制御、さらに血圧の調節に反映されます。浸透圧センサーとは異なる、[Na+]

に特異的なセンサーが脳内にあることは、1980 年代から実験的に推定されておりま

したが、長い間その実体は不明でありました。我々は、これが Naxチャンネルであり、

[Na+]の上昇を検知していることを証明するとともに、異なる生理的役割を担う Nax シ

グナルの伝達機構と神経路を明らかにする研究を進めてまいりました。Nax は、脳内

で例外的に血液-脳関門を欠損しながら神経細胞が存在する、感覚性脳室周囲器官

（sCVOs）のグリア細胞に発現しています。したがって研究は、グリア細胞がいかにし

て神経活動を制御しているのかという課題への挑戦でした。sCVOs は Na+だけでな

く、AngII やレプチン等の液性因子の受容体が集中する部位であり、中枢が末梢の状

態をモニターしている場所として、増々その重要性が認識されつつあります。本講演

では、これまでの私共の研究の流れとともに、これからの研究の方向もお話しできれ

ばと思います。 
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1977 年 3 月 京都大学工学部工業化学科 卒業 

1979 年 3 月 京都大学工学研究科修士課程工業化学専攻 修了 

1983 年 10 月 京都大学医学研究科博士課程生理系専攻 修了  
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